
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              

だけですから、全身芸としての枝雀さんの落語とは違
って聞こえてきます。それでも、「笑わせる」力を持
っているのは、名人の所以のように思えます。何より
も、そんな枝雀の落語のレコードが入手できたことが
嬉しいのです。 

 
【個人消息】 

◇公同通信の「晴れのち福ちゃん」の作者・高瀬さんが
訪ねてこられ、「今日（7 月 15 日）、福ちゃんの誕生日
なんです」と教えてくださいました。で、高瀬さんが、
福ちゃんこと福永年久さんを訪ねるとのことでしたの
で、久しぶりに一緒にお訪ねすることになりました。
この日の介護の栗山さんと、福ちゃん、高瀬さんの 4
人で、「ハッピーバースデー」を歌いました。ちなみに、
福ちゃんは 74 歳。で、「福永さん、80 歳まであと 6 年」
と言ったところ、介護の栗山さんが「僕、生きてへん
な…」とつぶやいておられました。「僕が死んだら、葬
式やってな」と頼まれている（確かに、たぶん…）福
永さんですが、障害者として生きてきて、たくさんの
人たちの力をその生きることに引き付けてきた歩み
が、今の福永さんになっています。 

 
【その他】 

◇ウクライナからモルドバに避難をしている子どもたち
とお母さんを支援するための募金は、3,847,500 円（7
月 25日現在）です。「黄色と青色のハトにのるゆっくり
くん」の組み木は、107組が売れ 235,400円です。合計
額は、4,082,900円です。2025年 7月 11日に 12回目の
モルドバ大使館への 30万円の送金をしました。今迄に、
総額 3,600,000円を送金させて頂きました。  

 
【募金】 

「ペシャワール会」「アハリー・アラブ病院を支援する会」 
「東北・関東大地震」「辺野古新基地建設反対」 

各 500 円 7 月 19 日分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《諸 報 告》 

【教 会】 
◇14 日（火）は、7 月度の教会委員会でした。役員の皆
さまには、13 時からの読書会から始まって、夕方 17 時
までの長い時間になりました。協議の結果、決まった
ことが、牧師給与の改定、排水管改修工事の教会負担
分が、およそ 45 万円になることについて、一部費用
は、教会の修繕積立金から支払われ、残りの 20 万円
を、夏期献金をお願いしている時でもありますが、皆
さまに、緊急献金として、ご協力をお願いすることに
なりました。 

◇8月 4日（火）14時より、総合事務局会です。 
◇夏期献金に、ご協力よろしくお願いします。（7 月 19 日
現在、248,000円） 

◇「排水管改修工事に伴う緊急献金」に、ご協力よろしく
お願いいたします。（7月 19日現在、126,000円） 

◇事務所は、8月 11日（火、祝）～17日（月）まで、夏休
みでお休みです。 

◇公同通信 7月号が、発行されています。 
◇ぶんこだより 7月号が、発行されています。 
 

【教会学校】 
◇いよいよ、教会、教会学校の「夏」が始まります。い
くつかのキャンプのうちの後川のキャンプは、21 日
（火）～22 日（水）でした。毎年の事ですから、「いつ
ものように」ではあるのですが、いつものように、豊
かな自然の中で、子どもたちの爆発するようなエネル
ギーを間近で少し味わせていただきました。 

◇本日 26 日（日）より、8 月 29 日（土）まで、教会学校
は夏休みです。2 学期は、8 月 30 日（日）から、始ま
ります。 

 
【地域共同・共生支援活動・事業】 

◇子どもたちの居場所「みんなのひろば・こうどう」とし
て、毎週水曜日、木曜日の朝 9時 30分～14時まで、開
催しています。興味のある方は、気軽にお尋ねください。 

◇「こうどうぶんこ」は、毎週水曜日 15時～です。 
 8月 12日（水）は、盆休みの為、お休みです。 
◇「まち食堂」、8月は、6日（木）です。12時から、お食
事代 500円。先着 20名様です。（ご予約優先） 

◇「エイサー隊」の次回練習日は、8 月 19 日（水）18 時
～です。エイサー隊の仲間も募集しています。 

 9月 12日（土）「クリスチャンセンター・フェスティバ
ル」（神戸市東灘区）に、出演予定です。 

◇「園芸サークル」 
毎週火曜日 10 時～、伏原町の畑にて活動しています。 
8 月度の「淡路ワーク」は、28 日（金）です。 

◇「アートガレーヂ」 
17 日（金）は、2 回目となる「桂枝雀レコードで聴く
落語会」でした。生前の枝雀さんの落語は、一度だ
け、西宮市鳴尾で聴く機会がありました。その時の印
象は「その存在が笑わせる」というものでした。です
から、レコードで聴く落語会は、言葉から入って来る

～明日への祈り～ 
美輪明宏さんが辞世の言葉を残しています。この世の
すべての問題を解く鍵は「愛」、こんな世の中を生き
抜くための武器は、愛のこもった言葉だけ、愛があれ
ば戦争なんか起きない。この言葉を噛みしめて毎日を
過ごしたいものです。 

           （稲冨 澄男） 
           
 

日本基督教団 西宮公同教会 

週  報 2026．№30  

聖日礼拝 
 

2026年 7月 26日（日）午前 10時 45分より 
 

            司 会：児玉 道子 
            当 番：脇本 武憲 
             
             
前  奏                      奏楽者 

黙  想              一 同 

招  詞 マタイによる福音書第 11 章 28-29 節    司会者 

主 の 祈                    一 同 

交 読 文 2 2 詩 9 5 篇                    一 同 

讃 美 歌 66 番               一 同 

聖  書 マタイによる福音書第 5章 13-16 節    司会者 

祈   祷                             司会者 

説  教（私のいま 世界のいま） 

 「倚りかからず」 

菅澤 邦明 牧 師 

讃 美 歌 354 番               一 同 

献  金                一 同 

献金感謝               当 番           

頌    栄 542番                  一 同 

後   奏                           奏楽者 

報  告               司会者 

 

《次週礼拝予告》 
聖日礼拝 

2026 年 8 月 2 日（日）午前 10 時 45 分より 
聖 書：マタイによる福音書第 13 章 44-46 節 
説 教（私のいま 世界のいま） 

：「オランダの教室で考えたこと」 
       石田 航平 さん 

交読文：23 詩 96 篇 
讃美歌：420,531       
司 会：守屋 寛子        当 番：前田 貞枝 

ペシャワール会          8,500 円 
アハリー・アラブ病院     500 円 
東北・関東大地震    48,500 円 
辺野古新基地建設反対   94,500 円 
                   7月 19 日現在 

   
          【今週の十二使徒】 

◇世跳（よはね）の柵 ◇案出禮（あんでれ）の柵 

          

太陽光発電 2026年 6月 1 日～30 日 1434.53Kw. 

太陽光発電 2026年 7月 1 日～25 日 1416.86Kw. 

 

 


